
 
 
 
 
 
 
 
 
〔カリキュラム〕 
 

№ 講座日 講座内容 
１ ５月１５日 説明会：概論 

２ ６月２９日 障碍者の理解 

３ ７月７日 基礎 

４ ７月１４日 介護実習 

５ ７月２１日 介護実習 

６ ７月２７日 介護実習 

７ ８月１７日 ボランテイア体験 

８ ８月２４日 ボランテイア体験 

９ ９月３日 あり方 

１０ １０月１９日 ワ－クショップ 

 
〔活動報告〕 

年 月 活動内容 
２１ １２ 救急法基礎：赤十字 

１２ 忘年会 

２２ ７ 納涼会 

１２ 忘年会 

２３ ７ 納涼会 

１２ 忘年会 

２４ ７ 納涼会 

１２ 忘年会 

２５ ８ 納涼会 

１２ 忘年会 

２６ ８ 納涼会 

１２ 忘年会 

２７ ７ 納涼会 

２８ １ 新年会 

 
 
 
 

〔もう一つのＯＢ会「ときめき会」について〕 
 
この１月１５日（金）をもって、発展的に解散した「ときめき会」を報告してお

きます。 

かって、“大学”には、「シニアボランティア養成講座」があり、１年：１０日間、

カリキュラムでは、介護実習、ボランティア体験〔数か所の施設に分かれて

２日間実習〕のほか、施設見学をする講座があった。 

平成２１年、教養講座を修了した者が、受講資格を持っていますが、その

人達を中心に２６名在籍し、修了と同時に、２５人がＯＢ会「ときめき会」を

立ち上げ、交流の場を持った。 

ほぼ毎年、夏場の「納涼会」、暮れの「忘年会」を、輪番制で開き、親睦を

深めることとなった。 

まことに不思議な親睦会である？講座で机を並べたのは、わずか４日間、

あとは、カリキュラムの通り 介護実習〔２Ｆ実習室〕、ボランティア体験や施

設見学では、館外にあるので、受講者同志の名前すら 認識がおぼつか

ない、コミュニケ－ションを取れずにおり、特殊環境と想われるからに他な

らない。 

さらに、講座の主旨に副い学んだのが、「赤十字：救急法基礎講習」 

〔Ｈ２１年１２月希望者〕、会場：日赤会館に足を運んで講習を受け、 

「認定証」を得たのも、会あっての活動が行われた。 

これまで続いた要因、魅力を考えたとき、教養講座と違ったメンバ－即ち

少数派ながら年代が数年にわたり、ある意味 情報交換の場となった側面

がある。 

また、講座の主旨からすれば、人間的に柔軟性をもち “傾聴”を心掛け

るほどであるから、話弾んだのかも知れないが、真相は謎。 

「シニアボランティア養成講座」で、前にも後にもＯＢ会が組織され、活動

した話は聞いたことが無く、特記すべき点である。 

今回、「ときめき会」は、個々に退会する方法もあるが、会全体の“先行き”

を憂いるとき、全員で「卒業」の道を選ぶこととなった。 

今後は、有志が発生の音頭を取り、年一回程度、適宜の方法で集う、との

合意にいたり、幕を閉じた。 

 

２０１６年〔平成２８年〕１月２５日 

 

と き め き 会“Ｈ２１年：シニアボランティア養成講座修了者のＯＢ会 

五十嵐 卓夫 〔前：会長〕 

 


